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D C S ハ ー ド コ ピ ー を 安 く 、 手 軽 に ！

意外と費用がかかりますよね ・・・専用用紙やインクシートのランニングコストは、約100円/枚です。
しかも印刷物の再利用は難しい ・・・配布するにもコピーしなければなりません。
でもハードコピーは必要だし ・・・運転の引継ぎや、操業状態の保存に多用していませんか？
さらに今後の保守はどうする？ ・・・旧機種の場合は、部品入手不可による保守停止状態です。

DCSDCSのカラーハードコピーってのカラーハードコピーって

MonitorMonitor写撮なら！写撮なら！

ランニングコストが安い！ ・・・プリンタに市販の手軽な機種が使えます。
電子ファイルとして保存できる ・・・必要なとき、必要なだけ印刷してください。

・・・ビットマップファイルなので、Microsoft Excelや Microsoft Wordに貼付できます。
セットアップは簡単！ ・・・パソコンにソフトをインストールしてDCSに接続するだけ。DCSの改造は不要です。
操作も簡単！ ・・・今までと同様、DCSのコピーボタンを押すだけです。

(「印刷せずに保存するだけ」の設定もできます。)
複数DCS対応可能 ・・・1台のPCに、最大4システム(最大オペコン4台/システム)接続可能。 (オプション)

■PC本体
OS     :MS Windows 2000/XP Professional
H/W   :基本的には上記OSの推奨動作環境を満たすもの

PentiumⅢ 800MHz以上のPC/AT互換機
モニタ XGA(1024×768ドット、32000色)以上
メモリ 256MB以上
HDD インストールに必要な容量10MB以上+ファイル保存容量

その他 :USB1.1以上 またはシリアル(CENTUM-CSは不可) ×1 
(データ入力用)
USB1.0以上またはパラレル ×1 (ハードウェアキー接続用)
CD-ROMドライブ

■印刷環境
上記OSで使用可能なプリンタ
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お問い合わせ

CENTUM-V (COPSV)  
※CCHU-CTL(ボードREV 5以上)が必要です。

CENTUM-XL (EOPS)
CENTUM-CS(ICS/DICS/PICS)
μXL (MOPS/MOPL)
B/M 7000XL (BOSA/BOSS/BOSSD/BOSC)

DCSのプリンタポート（ハードコピー）に接続します。
※パラレルポートに接続します。
※長距離伝送の対応は現在検討中です。

対象対象DCSDCS

システム接続例

動作環境動作環境

既存システムのハードコピーユニットを、パソコン+汎用プリンタに置きかえます。

R2R2 USBUSBで接続・で接続・CSCS標準対応標準対応
複数システム対応複数システム対応

※CENTUM-CSを除き、「パラレル→シリアル変換器」を使って、PCのシリアルポートと
接続することも可能ですので、R1をお使いの方もそのままバージョンアップできます。
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CENUM-XLの標準接続例 赤い部分がパッケージ製品です。
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